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ESSAYS IN EDO PERIOD 
日野龍夫＊
The essays in early-modern ages have the wide variety of the 
contents. 
Among these essays, there is one group which study historical 
evidence about the very small part of manners and customs. 
Manners and customs of the life of the ordinary people and their 
origin and the daily happenings -they seem to be unimportant at 
a glance -were recorded minutely in this group. What kind of 
mind is hidden in them ? 
People in modern ages had the abilities to abstract and grasp 
things. But people in early-modern ages didn’t. They had the 
abilities, that is, the materialistic abilities instead. 
I suppose these essays were written by these materialistic abilities. 
The writers found the extreme luxury in the minute things. 
They saw the height of prosperity in these minute manners and 
customs and had the anxieties that it would decline in a short time. 
* HINO Tatsuo京都大学教授。 「宣長と秋成一一近世中期文学の研究 J （筑摩書房、1984年）、
新日本古典文学大系「江戸繁昌記・柳橋新誌」（岩波書店、 1989年）などの著書がある。
They caught the changes of manners and customs as the sign that 
would decline before long. 
Surely those are the essays in early-modern ages that describe 









































































































とはりちゃうつじつじ は み・ しかじか
「京と江戸ゆき、すくいなる通町の辻々をみればあるひは歯ぬき耳の療治云々」 老人













































































































































































































































































































































まこと いっすゐ ごと かぎり うきょ
固に五十年が程はー唾の夢の知し。限ある浮世の旅なれど、今に生れあへるものは



































す しゅくしだんし たずう と
ざりけん、紙を漉く事のまれなればなるべし。縮紙檀紙は平人の用ふべきにあらず、
しゅぜんじかみたつのかみ たかき いやしき
伊豆の修善寺紙立野の紙なども又しかなり。いにしへは貴も賎も陸奥紙のみ用ひた
りし。かくまでに物乏しからぬおん時にうまれあひたりけるは、いと有がたき洪幅
ならずや。
お江戸の繁栄をことほぎ、日常生活の中に色々な便利な道具が入ってきて、
生活が快適になったということを、「いと有がたき洪福ならずや」というふう
に書いております。生活が便利になった、快適になったということをたしかに
書いてはいる。しかしその裏には、快適になり過ぎたことへの恐れ、時代の行
く末についての不安のようなものが感じられていたのだろうと思います。
「飛鳥Jl」の著者は、ものの見方が辛錬なので、資料⑬のようなことをいっ
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ております。
新吉原町、元文の頃より、七月、燈篭を出し賑ひけるが、其頃すいびしたると見し
が、明和の頃より、八月になれば、俄とて祭の様なる事を初しは、猶更衰微なるか、
つまり、吉原の遊里で七月に見世々々が燈篭を軒に吊るし、夜見世が非常に
華やかになった、華やかになったのは衰微の始めであるD その後、明和頃から
また新しい行事が出来た。俄というのは、屋台のようなものを作って派手な扮
装をした男女が踊ったり、ちょっとした寸劇をやったりする催しですが、こん
なものが出来たからには、いよいよ衰微の始まりだと見る。ことさらに賑やか
なこと、華やかなことが企画されたときは、それは衰えかかっている証拠なん
だという、非常に皮肉なものの見方を示しています。そうしますと、こういう
ふうにはっきり言わない場合でも、すべてこういうものの見方が背後にあるの
だということが推測されます。（資料⑬）
昔、髪結所に、障子へやうやう紋所など付るぐらい成しに、近来、明智左馬介湖水
渡りの所など染たる暖簾、其外、所々に目を驚す暖簾懸る事に成しは、何の故ぞや、
洗湯も、 昔は火焼口を赤く塗光らせる計、近来、是も我先と立派に作り、別て元両
国若松町和泉屋と云銭湯、近所の中にも宜敷と云、 二階に、煎じ茶、菓子杯出すは
何事ぞや、
近世の髪結床は、表に面した障子に客の目を引きつけるために何か絵を書いて
おくという習慣がありました。それが、昔はその家の紋所ぐらいの、あまり派
手な模様じゃなかったのが、だんだん派手になってきます。式亭三馬の「浮世
床」を見ますと、道路に面した障子に大きな海老の絵が書いである。客の目を
ヲ｜くために障子の模様が派手になってきた、それは何の故ぞと書かれておりま
す。派手になったというのは衰微の証拠だということを結びつけますと、作者
の言いたいところはおのずから推測されます。
豆腐屋は、朝七ツ時より仕込をして、朝飯の間に合様にしたるが、近年は、宵越
の豆腐を朝売に出る。（資料⑫）
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とあります。
文明が進んで、世の中が万事こうでなくては間に合わない、忙しい世相になっ
てきたと、何の批判もつけ加えずに書いております。
また、子供寄あつまり、日出合杯互にいたすに、大方、爺は山へ柴かり、婆々は川
へ洗濯などと云昔日出し専也しに、今は、虫拳、狐拳、本の拳などするもおかし。
（資料⑬）
「拳」というのは、今のじゃんけんもそれから派生したものですが、本来は遊
里でやる大人の遊びです。二人ないしは三人が指で色々格好をして、合図とと
もに両方がパットそれを見せて勝ち負けを争うという遊びです。子供が昔話な
どというものをやらなくなって、大人の遊び、拳などをやるようになったと書
かれています。
子供の風俗が変質し、子供が変にませてひねこびたことをするようになった
ということを、時代の衰微に敏感な人達は、共通しである憂いの気持ちをもっ
て眺めていたようです。資料⑬にあげましたのは山東京伝の弟の京山の「妹の
糸巻」という随筆です。
（廿九）児どもの遊び
寛文の頃は、十五六のむすめ竹馬にのりて遊し事を、正徳の頃、軒以五自笑が京
板書し物にみえたり、今おもへばうそらしけれど、ま事にありし事なめり、 今より
六十年前の頃は、市中の街上にて、十より以上以下男女の児どもうちまじりて、目
かくし、鬼児ッこ、はしらどツっき、ざうりかくし、かくれんぼなど冶唱へて、夏
の夕ぐれなど、ゆき、の妨げになるほどむらがり遊びしに、 今さる事する児どもな
きは、さかし くなりしにや、おのれ弘き時と、今の子ども遊びのかはりし事、猶
さまざまあり、
子供がだんだん大人っぽくなってきている、寛文の頃は十五六の女の子でも
竹馬に乗っていたのが、そんなことがなくなった、などと記しています。子供
の遊びの変化というところに目を留めて、子供が妙に知恵がつき、ひねこびて
いる様子がとらえられています。
それから、資料⑫にあげましたのは、お菓子の変遷です。
（十三）菓子の変格
天明の修風なるも、いまだ菓子には移らず、まんぢゅう、ゃうかんを最上とした
るに、鴬餅、ー名を仕切場と唱へ、茶店にも用ひ、通人の称美したる物なるに、今
は駄菓子屋物となりて、おツかあ四文くんねへのいやしき小児の物となりぬ、
しかるに、菓子追々者修にうつり、寛政のはじめ、大久保主水の菓子、杜氏のはて
喜太郎といひし者、……練羊葉といふ物を製しはじめけるに、今のやうにさ、をり
といふ物もなければ、 口に者る者、重箱をもたせて取にやるに、けふはうりきれた
りとてむなしくかへる、さらばあすとて、ねりゃうかんの為に招きたる客をかへす
程の称美としたるに、今は諸国にもある中に、日光なるは、江戸にまされり、僅に
六十年の変化、 素のf多に移りし事、菓子に於も如斯、
賛沢の頂点を極めていたはずの天明の頃に上等な菓子であった鴬餅が、最近
では子供の駄菓子になってしまった。それよりももっといいものができたから
です。要するに、お菓子のようなものにまで、「僅かに六十年の変化、素の修
に移りし事、菓子に於いても斯のごとし」というように述べている。どんなも
のも見逃さず、物事が賛沢になってゆく風俗をとらえています。
こういう物の見方をする人々にとっては、京伝のいう「わたくしざまのいさ
さけきことJ「こまやかなること」は非常に重要な意味を持つわけです。我々
のように物事を抽象化するという習慣がない人は、こういう自分の実感に即し
た形で「賛沢」をとらえる。やがては衰えるのはないかという恐れをひき起こ
す兆しとして、風俗の変選というものをとらえるわけです。
もう一度、京伝が最初に書いていた、建て前的なお説教を述べているに違い
ないといって我々が読みとばすところの、 賛沢の戒めとして風俗の変選に注目
するというくだりを読み直してみます。するとこれは、自分たちがその空気を
吸っている現在の文明が、もしかしたら衰退に向かいつつあるのではないかと
いう不安、恐れを内包した感慨だと思われます。決して建て前として見過ごし
にすることの出来ない、ある切実な思いが込められた文章であることが読み取
れるのです。
今日の我々が、例えば離婚率が非常に高くなっているから、近い将来、一夫
一婦制をもとにした家庭などというものは崩壊するのではないかと考える、そ
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ういうふうに抽象化して近代文明の行く末を考えるのではな く、物そのものに
即して、文明の、満つれば欠くるという摂理を感じとる。文明の衰退というこ
とについての恐れというものは、もしかしたら今日の我々よりも切実であった
のではないかと思いますD
そういう思いを書き現すことができる分野、受けとめることができる分野と
いうのは、これは随筆しかなかったのであります。
後世の我々にとって、文化・文政期を中心に現れた風俗考証、あるいは見聞
記の随筆というのは、江戸文化がそろそろ終幕を迎える時になって、それまで
の江戸文化の締めくくりのような役割を果たしているのではないか。考証随筆
や見聞記を読むことによって、江戸時代の風俗の変遷のあらましをたどること
が出来るのですが、江戸文化の幕引きのようなところにちょうど位置する作品
が考証随筆であると、今日の我々はとらえることができます。それを書いた作
者たち自身もやはり、もしかしたら今のこの文明が滅びるのではないかと、意
識無意識の境にあるような漠然としたものだったにしても、感じていたように
思います。だからこそ自分が見聞きしたものをできるだけ大切にして、克明に
記録に残したという、そういう思いでいたのではないでしょうか。そんな思い
が、この飽くこともなく民間の些末な出来事を克明に記録するという、膨大な
随筆の山を残させたのだろうと思いますD
